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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は癌細胞表面に存在する Adhesion Molecule with Ig-Like Domain 2（AMIGO2）

という接着タンパクの発現と機能について、ヒト大腸癌細胞株および切除検体を用いて検

討したものである。AMIGO2 過剰発現によって大腸癌細胞株の増殖能、浸潤能及び肝類洞

内皮細胞への接着能が有意に増強し、AMIGO2 発現の抑制によって有意に低下した。ま

た、ヒト大腸癌切除検体において、AMIGO2 発現が大腸癌肝転移再発の独立した予測因子

であることを明らかにした。本論文の内容は大腸癌肝転移における AMIGO2 の機能と肝転

移予測マーカーとしての可能性を示唆するものであり、学術水準を高めたものと認める。 

  


